
ビール工場におけるトラック待機時間の削減及び積込時間の縮減福島県

►発荷主：アサヒビール株式会社福島工場（本宮市）
→東京都に本社を置く大手ビールメーカー

► 元請運送事業者：アサヒロジ株式会社北海道東北支社福島支店（本宮市）

→東京都に本社を置く荷主の物流子会社

►実運送事業者：エービーカーゴ東日本株式会社福島営業所（郡山市）
→福島県に本社置く運送会社で、元請運送事業者のパートナー企業として、輸送

作業を担当

►着荷主：非公開
→仙台市の酒類食品・関連消費財にわたる卸売業等

ロ入場バッチによる車両コントロール

ロ入場車両分散化

口柔軟な接車バースの変更

（構内滞留車両の分散化）
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バース近くに収集し、積込に専念できる体制構

築

 WFM                  LS
を実現

口多品種少量品のピッキング品や希
少品の収集・検品に時間を要し、
積込生産性悪化

ロリフトマンのレイバースケジュー
リング(LS)が未機能

卜

積込

時間

1 取組 I 取 組 I

•
場内滞留時間：平均 9 5分
く内訳＞

待機時間：平均 5 2分

積込時間：平均 43分

場内滞留時間：平均 6 5   ▲ 3 0分縮減）
く内訳＞

待機時間：平均 2 8分（▲24分縮減）

積込時間：平均 3 7分（▲ 6分縮減）

168※1日平均入場車両台数 約80台
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11 取組方策Ill旦目

【実態】トラックの入場時間のルールが曖昧で、物0納品距離納品時間から逆算した車両別の
量により、伝票手渡しからバース接車までの長時間入場バッジの設定、運用の徹底

ニ：。、勺発：三レの： と運用の徹底を|]言］言は9塁篇悶
図る必要がある。また車両が集中する時間帯は、積0車両集中時間帯の積込バース稼働率の向上

込 能 力 の 引 き 上 げ が 必 要 で あ る 。 （ 可 視 化 に よ る 柔 軟 な バ ー ス ヘ の 引 き 当 て ）
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リフトマン
の最適配置、

最適な作業計画

，バースケジューリング）を実現する必要がある。

車両滞留時間比較
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l 「
改善前：滞留平均時間 95分

（待機52分＋積込43分） 1■待機時間■積込時間
改善後：滞留平均時間 65分

（待機28分＋積込37分）

▲12,000時間／年
（キ▲30分xBO台／日x300日）

※改善前：95分⇒2017年6月～8月盆前の平均値
※改善後：65分⇒2017年12月の平均値

►発荷主における高し四ンプライアンス意識を背景にした運転者の長時間
労働抑制に向けた意識が変化したこと。 ➔ 車をいかに待たせないか
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